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特 集 地域の活性化へ向けて 景観づくり × にぎわい創出  ・・・P.2

に
ぎ
わ
い
が 

こ
こ
か
ら
は
じ
ま
る  
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八
幡
通
り
に
は
、
忍
城
下
総
鎮
守
と
し
て
忍
城
主
が

崇
敬
し
た
行
田
八
幡
神
社
を
中
心
に
、
当
時
の
旧
水
路

の
ま
ち
割
が
ま
ち
か
ど
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

八
幡
通
り
の
ま
ち
並
み
景
観
づ
く
り
は
、「
行
田
ら
し

い
ま
ち
並
み
づ
く
り
と
に
ぎ
わ
い
創
出
基
本
計
画
」
に

お
い
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
行
田
ら
し
い
魅
力
あ

る
ま
ち
並
み
の
形
成
と
地
域
活
性
化
や
に
ぎ
わ
い
創
出

の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

① 

ま
ち
並
み
を
生
か
し
た
歴
史
的
街
路
整
備
事
業
が
す

で
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
外
観
修
景
と
の
相
乗
効
果

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

② 

商
店
や
商
店
に
成
り
得
る
空
き
家
が
あ
り
、通
り
の
に

ぎ
わ
い
を
創
出
で
き
る
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

③ 

神
社
・
日
本
遺
産
の
構
成
資
産
・
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の

ロ
ケ
地
な
ど
、
歴
史
的
建
築
物
や
観
光
資
源
が
点
在

す
る
魅
力
あ
る
通
り
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
は
昨
年
か
ら
意
見
交
換
を
重
ね
、

埼
玉
県
の
補
助
を
活
用
し
、
モ
デ
ル
区
間
と
し
て
八
幡

通
り
に
し
か
で
き
な
い
ま
ち
並
み
や
に
ぎ
わ
い
創
出
に

向
け
、
建
築
物
な
ど
の
外
観
修
景
が
始
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。
建
物
の
外
観
修
景
を
き
っ
か
け
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
気
運
が
着
実
に
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
☎
５
５
０
―
１
５
５
０

地
域
の
活
性
化
へ
向
け
て

 
景
観
づ
く
り 

× 

に
ぎ
わ
い
創
出

幡
通
り
の

 

ま
ち
並
み
景
観
づ
く
り

、八
幡
通
り
に

 

注
目
す
る
3
つ
の
理
由

さ
ん
と
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

事業のコンセプトに
賛同して改修しました

シャロン洋菓子店

そば処　田丸屋

大売出しの店

岡安 渉さん

田代充弘さん

江原一博さん 幡
通
り
の

八
、八
幡
通
り
に

今
さ
ん
と
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

皆

八幡通りの歴史

年　代 内　　容

1000～1070年
ごろ

行田八幡神社建
こん
立

りゅう

源頼義・義家の奥州討伐の滞陣時に勧請さ
れたと伝えられている

1655年
（明暦元）

行田八幡神社が佐間村田中から移転、八幡
町が開発される
大工棟梁1人、肝煎1人、平大工25人、木挽5
人、鋸鍛冶ら建築職人の居住地となる

1716～1735年
（享保）

享保年間行田絵図によると八幡町67軒、職
業は41軒確認できる
足袋職・商については四町全体で3軒

1830～1844年
（天保）

天保年間行田絵図によると八幡町の職業は
55軒が確認できる
足袋職・商については四町全体で27軒

　八幡町（八幡通り）は行田八幡神社が現在地に移転した1655年
から開発され、「行田」を冠する旧市街地「町人町4町」（上町、下
町、新町、八幡町）のひとつです。大工など、建築職人の居住地
として街開きしたことから「大工町」とも呼ばれました。

　以前から、八幡通りを盛り上げるため観光客向
けのお土産も開発していましたが、さらなる機会と
捉え、地元のまちおこしに協力したいとこのたびの
事業に参加しました。今後も「花手水week」など
のおもてなしやにぎわい創出にも積極的に協力し、
新たな魅力あるまちづくりに貢献していきたいと思
います。

　年々、行田八幡神社に観光客が増えてきていま
したが、観光地という視点からすると、他の門前
町に比べると見所や地域への消費につながる受け
皿が少なく物足りなさを感じていました。
　個々のお店の努力は当然ですが、一過性で終わ
らないためには地域の一体感が必要だと考えてい
た中、市役所から協働での事業展開の話をいただ
き、地域として目指す方向性が共有されれば大き
なきっかけになると思い、率先して協力させていた
だきました。
　今はまだ「花手水」や「はちまんマルシェ」など行
政の力をお借りしていますが、今後、地域で考え、
協力してにぎわいが創出できる体制を築き上げら
れたらと思います。

　まち並みの景観を整えることで観光事業につな
げるという市の提案を聞き、地域の発展に寄与で
きる良い機会だと思い、本事業に協力しました。
　市内には観光資源がたくさんあります。門前町
である八幡通りもその一部であり、今、市外から
たくさんのお客様がいらっしゃっています。このに
ぎわいを絶やすことなく、発展させ、他の観光地
とつなげることで市全体を盛り上げていきたいと
思っています。これからも地域に貢献できる事業に
は積極的に協力していきたいと考えています。

　
本
市
は
、
北
関
東
の
中
心
の
城
下
町
と
し
て

栄
え
、
特
別
史
跡
で
あ
る
埼
玉
古
墳
群
や
忍
城

址
を
代
表
と
し
た
歴
史
・
文
化
資
源
な
ど
の
地

域
資
源
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
地
域
資
源
を
生
か
し
、
ま
ち
並
み
づ
く
り

や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る
た
め
、
豊
か
な
生

活
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
ち
な
か
の
活
性
化
促
進
に
向
け
、
歴
史

的
資
源
が
持
つ
魅
力
を
生
か
し
た
個
性
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ワンポイン
ト情報
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花
は な

 手
ちょう

 水
ず

は花手水スポット

カ
ネ
マ
ル
酒
店

大
黒
屋

行田はちまんマルシェ出店者から話を聞きました

行田郵便局八幡通りの歴史的建造物

　毎月1日～ 14日（※1月は15日～末日）を行田
「花手水week」と題し、行田八幡神社、八幡通り
および周辺エリアの店舗等、前玉神社などで、花
手水による癒しの空間を創出しています。季節に
応じて色鮮やかに装飾された花手水は見る人の心
を癒します。ぜひ、お越しください。なお、詳細
は行田市観光公式サイト「行田市観光NAVI」をご
覧ください。

　毎週日曜日の午前9時から正午まで、市内で収
穫された新鮮野菜や果物をはじめ、市内の事業者
が販売する食品や菓子、ハンドメイド作品、できた
ての料理など、さまざまな「行田」が一堂に会する
イベントです。新しい市民の集いの場にぜひ皆さ
んでお越しください。

❶ 小川源右衛門蔵
　近江商人の小川源右衛門商店が昭和7年（1932）に建設した、
間口4間奥行8間の大谷石組積造2階建ての商品倉庫。昭和初期
の行田を代表する大型の石蔵です。※外観見学のみ

❷ 笠原家住宅
　昭和6年（1931）建設と伝えられる元足袋原料商店の木造2階建
て店舗併用住宅。昭和戦前期の姿を良く留めています。日本遺産
「和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち行田」の構成資産とし
て平成30年（2018）に追加認定されました。※外観見学のみ

行田はちまんマルシェ
の様子はこちら
（動画）

行田市観光公式サイト　
「行田市観光NAVI」▶

睡眠具プラザ
タシロ

大村ミシン

シャロン
洋菓子店

そば処 田丸屋

行田八幡神社

理容パリーシャン

マルシェに
 おいでよ!
待ってるね!

大村ミシン大村ミシン

洋菓子店洋菓子店

理容パリーシャン理容パリーシャン

明治安田生命

❷

野原自転車店

　その日に取れた新鮮な野菜など
を用意してお待ちしています。店
頭に並んだ商品はスーパーなどに
ないものもあり、好評です。直接
お客様と食材の取れ方や調理方法
を話せるのはマルシェの魅力だと
思います。ぜひ、お越しください。

● 近くのスーパーが閉店して困っていたときに、新たに買
い物ができるところが増えてうれしい。
●生産者の顔だけでなく、直接話も聞けて楽しい。
● キッチンカーなどさまざまな種類のお店が集まっている
ので、新しい発見ができた。

久保田万太郎さん

来場者の声
小川源右衛門蔵❶

M's House

テーラーkoyama

市
民
の
皆
さ
ん
、出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

八
幡
通
り
の
歩
き
方

明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命明治安田生命

八
幡

通
り

行田在来青大豆
イメージキャラクター

行田豆吉

行田はちまんマルシェ
（若葉保育園駐車場）

理容
ヒラモト

長野屋
大売出しの店

ふじや呉服店

十万石ふくさや

魚豊
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市制施行71周年・文化の日記念式典を開催しました

①

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員�

保
泉　
欣
嗣

公
民
館
長�

筆　
　
容
三

市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員�

岸
田　
昌
久

元
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
委
員�

大
河
原
梅
夫

下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
委
員�

白
鳥　
拓
治

市
政
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
お
よ
び
団
体

元
自
治
会
長�

大
須
賀
伊
司
郎

　
　
同�

守
山　
謙
三

自
治
会
長�

橋
本　
恭
一

　
　
同�

故　
持
田　
朋
春

　
　
同�

山
﨑　
壹
生

　
　
同�

𠮷
野　
　
修

自
治
会�

上
荒
井
自
治
会

　
　
同�

第
二
天
満
自
治
会

　
　
同�

二
本
町
睦
会

　
　
同�

二
桜
自
治
会

　
　
同�

三
桜
北
部
自
治
会

　
　
同�

須
加
第
四
区
自
治
会

　
　
同�

上
埼
玉
自
治
会

　
　
同�

片
原
第
一
自
治
会

　
　
同�

馬
見
塚
自
治
会

　
　
同�

中
江
袋
自
治
会

統
計
調
査
員�

金
沢　
宏
子

　
　
同�

栗
原　
弘
次

　
　
同�

佐
久
間
久
実
代

　
　
同�

平　
　
吉
男

　
　
同�

中
島　
丈
一

 

表
彰
状
の
贈
呈 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

附
属
機
関
の
委
員
等
と
し
て
永
年
勤
続
さ
れ
た
方

元
行
政
改
革
推
進
委
員
会
委
員�

政
田　
光
生

　
　
同�

宮
田　
淑
尚

交
通
指
導
員�

市
川
ひ
ろ
み

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
等
設
置
調
整
審
査
会
委
員�

�

新
井　
　
智

　
　
同�

河
野　
　
忠

　
　
同�

香
村　
　
誠

　
　
同�

田
尻　
　
要

　
　
同�

町
田　
知
啓

介
護
認
定
審
査
会
委
員�

工
藤　
美
江

都
市
計
画
審
議
会
委
員�

大
野
久
美
子

　
　
同�

髙
橋　
弘
行

学
校
薬
剤
師�

江
袋　
文
紀

　
　
同�

和
田　
　
明

同
和
対
策
集
会
所
運
営
委
員
会
委
員�

坂
𫞎　
米
子

　
　
同�

山
本　
和
正

元
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員�

小
松　
裕
幸

　
　
同�

髙
橋　
憲
明

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員�

柿
沼　
大
智

　
　
同�

福
島　
正
和

　
　
同�

堀　
　
賢
司

　
　
同�

松
田　
芳
明

　
　
同�

松
本　
健
治

元
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員�

西
山
カ
ツ
枝

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員�

田
口　
英
樹

統
計
調
査
員�

長
島　
善
江

　
　
同�

長
谷
川
安
也
子

保
健
衛
生
の
改
善
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
方

地
区
衛
生
協
力
会
長�

江
袋　
正
男

　
　
同�

齊
藤　
幸
雄

　
　
同�

二
井　
典
子

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方

保
護
司�

大
野　
英
夫

　
　
同�

菊
地　
三
雄

保
護
司�

須
加　
春
雄

　
　
同�

向
井　
隆
健

　
　
同�

山
﨑　
博
文

民
生
委
員
・
児
童
委
員�

瀧
田　
昭
子

老
人
ク
ラ
ブ
会
長�

大
谷　
昌
利

　
　
同�

渡
辺　
　
宏

教
育
・
文
化
お
よ
び
体
育
の
向
上
に
貢
献
さ
れ

た
方
お
よ
び
団
体

地
区
体
育
協
会�

荒
木
地
区
体
育
協
会

地
区
体
育
協
会
会
長�

中
川　
和
久

　
11
月
3
日
、「
市
制
施
行
71
周
年
・
文
化
の
日
記
念
式
典
」
が
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
式
典
で
は
、
58
人
、
17
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
石
井
市
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
一
事
業
所
に
30
年
以
上
勤
務
さ
れ
て
い
る

次
の
永
年
勤
続
者
29
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た（
順
不
同
、
敬
省
略
）。

大
同
貨
物
自
動
車
株
式
会
社�

成
田　
秀
明

三
和
運
送
株
式
会
社�

久
米　
恒
夫

　
　
同�

中
村　
光
則

株
式
会
社
清
水
ア
ー
ネ
ッ
ト�

加
藤　
徳
明

株
式
会
社
広
田
紙
工�

長
島
希
衣
子

湯
本
内
装
株
式
会
社�

加
藤　
正
男

新
輝
合
成
株
式
会
社
埼
玉
工
場�

飯
山　
光
男

有
限
会
社
瀬
山
農
具
製
作
所�

新
井　
　
正

小
川
工
業
株
式
会
社�

遠
藤　
秀
夫

　
　
同�

島
田　
　
章

株
式
会
社
オ
ザ
ワ�

田
口　
啓
子

株
式
会
社
東
京
軽
合
金
製
作
所�

菅
原　
祐
一

　
　
同�

石
井　
健
裕

　
　
同�

石
川　
敏
孝

株
式
会
社
東
京
軽
合
金
製
作
所�

片
山
八
千
代

　
　
同�

伊
藤　
真
弓

大
和
輸
送
株
式
会
社�

高
橋　
英
治

サ
イ
カ
ン
工
業
株
式
会
社�

川
田　
達
彦

株
式
会
社
サ
ン
ワ
ッ
ク
ス�

長
嶋　
匡
志

　
　
同�

宮
内　
光
子

　
　
同�

境
野　
正
巳

森
乳
業
株
式
会
社�

大
島　
照
代

梅
田
工
業
株
式
会
社�

若
林　
英
一

　
　
同�

宗
像
智
恵
子

大
野
建
設
株
式
会
社�

大
森　
　
博

　
　
同�

星　
　
正
和

株
式
会
社
ナ
ス
タ�

福
田　
富
夫

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ブ
イ
ズ
ホ
ー
ム�

大
塚　
一
彦

行
田
商
工
会
議
所�

坂
田　
貴
志

▼�

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課
産
業
振
興
担
当

（
内
線
３
７
４
）

優
良
産
業
従
業
員
を
表
彰
し
ま
し
た

①式辞を述べる石井市長
②�市歌を聴く受賞者
③�～⑤代表受領の様子
⑥�受賞者代表謝辞

②

④

③

⑤

⑥

元
柔
道
連
盟
会
長�

木
村　
靖
文

元
サ
ッ
カ
ー
協
会
会
長�

栗
原　
美
雄

文
化
財
保
護
に
貢
献�

久
伊
豆
神
社

公
益
の
た
め
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
団
体

株
式
会
社
イ
ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
羽
生
事
業
所

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

森
乳
業
株
式
会
社

▼�

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
総
務
法
規
担
当

　
（
内
線
２
１
６・２
１
７
）

産
業
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方

埼
玉
県
伝
統
工
芸
士
、足
袋
職
人�

島
嵜　
忠
樹

公
益
の
た
め
多
額
の
金
品
を
寄
附
さ
れ
た
方
お

よ
び
団
体

�

野
口　
啓
造

�

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ブ
イ
ズ
ホ
ー
ム

�

湯
本
内
装
株
式
会
社

 
感
謝
状
の
贈
呈 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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　これらの手続きが行われない場合には、税務課で
家屋の取り壊しが確認できないことがあります。な
お、「家屋取壊届出書」は税務課で配布している他、
市ホームページからダウンロードできますのでご利
用ください。
▶問い合わせ　同課資産税担当（内線234）

　固定資産税・都市計画税は、毎年1月1日現在の
登記簿または課税台帳に登録されている方に課税さ
れます。このため、売買などを行っていても、年内
に所有権移転登記などが済んでいない場合は、前の
所有者に課税されますので、ご注意ください。
　また、家屋を取り壊した場合には、次のとおり手
続きを行ってください。

　教育委員会では、見沼中学校区において小学校と
中学校の施設を一体とし、小学校から中学校までの
義務教育を一貫して行う義務教育学校の設立に向
けた準備を進めてきました。しかしながら、地域の
皆さんからのご意見やご要望、保護者の皆さんへ
の意識調査の結果を踏まえ、見沼中学校区におけ
る義務教育学校の設立・再編成計画は全て白紙と
することを決定しました。なお、複式学級の解消は、
令和4年4月に向けて引き続き進めていきます。
▶ 問い合わせ　教育総務課学校再編・小中一貫校
推進担当☎556―8311

　JR行田駅前広場再整備事業については、11月末の完
成予定でしたが、シェルター (待合所の屋根)増築工事
にかかる関係機関との協議に時間を要し、来年3月末の
完成見込みとなりました。
　同駅を利用される皆さんには、大変ご不便をお掛け
しますが、ご理解とご協力をお願いします。
▶ 問い合わせ　道路治水課道路建設担当（内線5712）

　市内公立学校の通学区域および再編成計画について
審議するに当たり、意見をいただくための審議会の委
員を次のとおり募集します。
▶ 応募資格　市内在住・在勤・在学の方。ただし、次
に該当する方は応募できません。

　⑴ 応募日現在、すでに本市の審議会などの委員の方
　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　2人
▶任期　2年間
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、職業、電話番号、応
募理由、「人口減少・少子高齢化の中での学校の在り
方」についての考え（400字程度）を記入した書類（様
式自由）を令和3年1月8日㈮（必着）までに、持参、
郵送、FAX、Eメールのいずれかの方法で提出してく
ださい。【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―
20 行田市教育委員会教育総務課 【FAX】556―0770
【Eメール】kyouiku-s@city.gyoda.lg.jp
▶ 選考方法　書類審査で選考し、結果は全員に通知し
ます。

▶問い合わせ　同課☎556―8311

任期満了に伴い行田市公立学校通学区域等
審議会委員を募集します

JR行田駅前広場再整備事業の
工期を延期します

秋
の
叙
勲

　
こ
の
ほ
ど
、
秋
の
叙
勲
の
受
章
者
が
発

表
さ
れ
、
行
田
市
か
ら
は
危
険
業
務
従
事

者
と
し
て
棚
澤
薫
氏
が
瑞
宝
単
光
章
に
輝

き
ま
し
た
。

棚澤　薫 氏
（72歳・下池守）

元県警部

瑞
宝
単
光
章

祝！五十幡亮
りょうた
汰さんが北海道日本ハムファイターズから
2位指名を受けました

　
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ
野
球
の
新
人
選
手
選

択
会
議
（
ド
ラ
フ
ト
会
議
）
で
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
か
ら
2
位
指
名
を
受
け
た
、
本
市
出
身
で
中

央
大
学
4
年
の
五
十
幡
亮
汰
さ
ん
が
、
11
月
10
日
、
市

役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
東
小
学
校
・
長
野
中
学
校
出
身
の
五
十
幡
さ
ん
は
、

佐
野
日
本
大
学
高
等
学
校
を
経
て
、
現
在
は
中
央
大
学

硬
式
野
球
部
に
所
属
。
1
年
生
の
春
か
ら
リ
ー
グ
戦
に

出
場
し
、
3
年
生
の
秋
に
9
盗
塁
を
記
録
し
た
他
、
ベ

ス
ト
ナ
イ
ン
を
通
算
2
度
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
50

メ
ー
ト
ル
を
最
速
5
秒
6
で
駆
け
抜
け
る
と
い
う
足
の

速
さ
が
魅
力
的
な
選
手
で
す
。

　
面
会
し
た
石
井
市
長
は
「
俊
足
を
生
か
し
て
活
躍
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
の
世
界
で
も
が

ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

―
ド
ラ
フ
ト
会
議
当
日
、
指
名
を
待
つ
間
の
心
境
を
振
り
返
っ
て
く

だ
さ
い

「
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る
こ
と
は
、
小
学
1
年
生
の
こ
ろ
か
ら
の
夢

で
し
た
。
ド
ラ
フ
ト
会
議
前
日
は
緊
張
と
不
安
で
、
よ
く
眠
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
当
日
は
こ
れ
ま
で
の
野
球
人
生
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を

信
じ
、
自
信
を
も
っ
て
指
名
を
待
ち
ま
し
た
。
指
名
さ
れ
た
と
き
は
、

ホ
ッ
と
し
て
次
第
に
う
れ
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
」

―
家
族
の
反
応
は
ど
う
で
し
た
か

「
指
名
後
に
家
族
に
報
告
を
し
た
ら
、〝
良
か
っ
た
ね
〞
と
喜
ん
で
く

れ
ま
し
た
。
夢
を
か
な
え
た
こ
と
で
、
少
し
だ
け
恩
返
し
が
で
き
た

の
か
な
あ
と
思
い
ま
し
た
」

―
家
族
へ
の
思
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
16
年
間
野
球
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
家
族
に
は
た
く
さ
ん
苦
労

を
か
け
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
中
学
時
代
、
父
に
は
、
毎
週
土
・
日

曜
日
に
練
習
の
送
り
迎
え
や
手
伝
い
な
ど
、
自
身
の
時
間
を
割
い
て

ま
で
私
の
た
め
に
尽
く
し
て
く
れ
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
」

―
ふ
る
さ
と
行
田
は
五
十
幡
さ
ん
に
と
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か

「
高
校
・
大
学
と
寮
生
活
を
し
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
た
ま
に
実
家

に
帰
る
と
、
行
田
は
落
ち
着
く
ま
ち
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
か

つ
て
所
属
し
て
い
た
長
野
中
学
校
の
陸
上
部
を
訪
問
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
彼
ら
の
様
子
を
見
て
い
る
と
当
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て

懐
か
し
く
な
り
、
自
分
も
が
ん
ば
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま

す
。
初
心
に
帰
ら
せ
て
く
れ
る
場
所
で
す
ね
」

―
ど
の
よ
う
な
選
手
に
な
り
た
い
で
す
か

「
ま
ず
は
、
け
が
を
し
な
い
体
を
つ
く
り
、
全
試
合
フ
ル
出
場
で
き

る
選
手
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
、
走
・
攻
・
守
、
三
拍
子
そ
ろ
っ
た

選
手
と
し
て
活
躍
し
、
足
（
の
速
さ
）
を
生
か
し
て
盗
塁
王
を
取
り

た
い
で
す
。
ま
た
、
野
球
の
技
術
だ
け
で
な
く
、
全
力
プ
レ
ー
で
野

球
に
取
り
組
む
姿
勢
を
見
て
も
ら
い
、
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
選
手
に

な
り
た
い
で
す
。
子
供
た
ち
に
目
標
に
し
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い

で
す
ね
」

―
プ
ロ
の
世
界
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
は
何
で
す
か

「
ま
だ
北
海
道
に
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、熱
心
な
フ
ァ
ン
が

多
い
印
象
な
の
で
、と
て
も
楽
し
み
で
す
。ま
た
、２
０
２
３
年
に
新

球
場
に
な
る
予
定
で
す
が
、そ
の
時
に
は
グ
ラ
ン
ド
中
を
駆
け
回
り
、

プ
ロ
野
球
界
を
盛
り
上
げ
ら
れ
る
選
手
に
な
っ
て
い
た
い
で
す
」

―
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
の
抱
負
を
教
え
て
く
だ
さ
い

「
こ
こ
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
に
な

る
こ
と
が
今
ま
で
の
夢
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
新
た
な
夢
に
向

か
っ
て
努
力
を
重
ね
、
一
歩
一
歩
前
進
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
一
日
で
も
長
く
元
気
で
野
球
を
し
て
い
る
姿
を
、
家
族
や
行
田

市
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

　
終
始
、爽
や
か
な
笑
顔
で
語
っ
て
く
れ
た
五
十
幡
さ
ん
。プ
ロ
の

世
界
で
大
き
く
羽
ば
た
き
、活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

固定資産税・都市計画税は
1月1日が基準日です

・都市計画税は税・都市計画税は定資産税・都市計画税は固定資産税・都市計画税は・都税・都市計画税は・固定資産税・都市計画税は
11月月月月月11 ですが基準日ですが基準日です日が基準日ですですが基準日ですす日が基準日です
固定資産税・都市計画税は
1月1日が基準日です

《登記家屋》

《未登記家屋》

❶法務局への手続きが完了している場合

❷法務局への手続きが完了していない場合

現地確認法 務 局 か ら
市役所に通知

市役所に家屋取
壊届出書を提出

課税台帳
から削除

現地確認 課税台帳
から削除

市役所に家屋取
壊届出書を提出 現地確認 課税台帳

から削除

見沼中学校区における義務教育学校の
設立・再編成計画白紙のお知らせ
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フラワーアートが完成しました
　市では、新型コロナウイルス感染症の影響により需要の激減した市内花き農家を支援するため、またコロナ禍
での人々のストレスを癒すため、市内花き農家応援フラワーアート事業を計画しました。
　このたび、パンジー 21,000株を使用し、古代蓮と希望の虹をイメージしたフラワーアートが完成。このアー
トは地上50メートルの古代蓮会館展望室または地上からも鑑賞いただけます。
　また、古代蓮の里のイルミネーション期間に合わせて
LEDを設置しました。日没後はろうそくの灯りのように
ゆらぐLEDアートも楽しみいただけます。この機会にぜ
ひお立ち寄りください。
▶ 期間　令和3年3月末まで（予定）※LEDアートは12
月25日㈮まで
▶場所　古代蓮の里芝生広場
▶大きさ　横36メートル×縦20メートル
▶その他　同館への入館は有料となります。
▶問い合わせ　農政課農政担当（内線387）

▶ 試験日・試験会場　令和3年1月16日㈯および17日㈰・行田市役所
　※17日㈰は申込者多数の場合のみ実施
▶ 申し込み　12月1日㈫から受験案内・申込書に必要事項を記載し、必要書類を添付した上で、12月24日㈭
までに郵送または持参(午前9時～午後5時)により提出してください(土・日曜日を除く)。
　※郵送の場合は12月24日の消印まで有効【持参・郵送】〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市人事課
▶ その他　
　・ 新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、郵送での申し込みをお願いします。郵送する封筒に ｢受験

案内請求(○○)｣ または「受験申し込み(○○)」(○○には希望職種を記入)と記載の上､ 請求者(申込者)
の住所を明記した返信用封筒(角形2号、120円分の切手を貼付)を同封してください｡

　・試験日当日は、新型コロナウイルス感染拡大防止に十分配慮した上で、採用試験を実施します。
▶問い合わせ　人事課人事給与担当(内線208)

～令和３年度採用職員を募集します～
「行田市の職員として一緒に働きませんか」

募集職種 募集人数 応募要件（学歴、資格、年齢要件など）

土木技術職 若干名

学校教育法に定める大学・短期大学（修業年限
2年以上の専門学校を含む）・高等学校で、土木
の専門課程を専攻し卒業した方または令和3年3
月31日までに卒業見込みの方

【大学卒】昭和60年4月2日～平成
11年4月1日に生まれた方
【短大卒】昭和60年4月2日～平成
13年4月1日に生まれた方
【高校卒】昭和60年4月2日～平成
15年4月1日に生まれた方

1級または2級土木施工管理技士の資格を有する方 昭和60年4月2日以降に生まれた方

保健師 若干名 保健師の資格を有する方または令和2年度の国
家試験で資格を取得できる見込みの方 昭和60年4月2日以降に生まれた方

保育士 若干名 保育士の資格を有する方または令和3年3月31
日までに資格を取得できる見込みの方 平成2年4月2日以降に生まれた方

※募集職種および人数については、欠員状況により変更になる場合があります。
※詳細は、市ホームページや人事課で配布している採用試験受験案内をご覧ください。

市役所・南河原支所
12月29日(火)～1月3日(日)
※1月３日㈰の日曜開庁は休業となりますのでご注意ください。

▶問い合わせ　企画政策課(内線309)
　　　　　　南河原支所 ☎557ー0001
総合福祉会館「やすらぎの里」
社 会 福 祉 協 議 会 12月29日(火) ～ 1月3日(日)
総 合 福 祉 会 館 貸 館 12月28日(月) ～ 1月3日(日)
機能回復訓練（訓練室） 12月26日(土) ～ 1月3日(日)
機能回復訓練（プール） 12月26日(土) ～ 1月7日(木)

▶問い合わせ　行田市社会福祉協議会☎557ー5400
福祉関係の施設
老人福祉センター「大堰永寿荘」

12月28日(月) ～ 1月5日(火)
老人福祉センター「南河原荘」
障 害 者 福 祉 セ ン タ ー

12月29日(火) ～ 1月3日(日)児 童 セ ン タ ー
き っ ず プ ラ ザ あ お い

▶問い合わせ　老人福祉センター「大堰永寿荘」☎557ー2486
　　　　　　老人福祉センター「南河原荘」☎557ー2105
　　　　　　障害者福祉センター ☎553ー2181
　　　　　　児童センター ☎554ー5706
　　　　　　きっずプラザあおい ☎553ー5701

市役所および関連施設の年末年始の休業・休館

教育関係の施設
中 央 公 民 館

12月28日(月) ～ 1月4日(月)
図 書 館
教 育 研 修 セ ン タ ー 12月29日(火) ～ 1月3日(日)
郷 土 博 物 館

12月28日(月) ～ 1月4日(月)
地 域 公 民 館

▶問い合わせ　中央公民館 ☎556ー2649
　　　　　　　図書館 ☎556ー4227
　　　　　　　教育研修センター ☎556ー6458
　　　　　　　郷土博物館 ☎554ー5911
スポーツ関係の施設
総合体育館
総合公園(野球場、庭球場、弓道場)
富士見公園(野球場、庭球場)
門井球場
市民プール(会議室)

12月28日(月)
　　～1月3日(日)

市民プール 12月21日(月)
　　～1月7日(木)

▶問い合わせ　行田グリーンアリーナ ☎553ー3377
　　　　　　　市民プール ☎555ー2455

コミュニティー関係の施設
コミュニティセンターみずしろ

12月29日(火) ～ 1月3日(日)コミュニティセンターみずしろ分館
コミュニティセンター南河原

▶問い合わせ　コミュニティセンターみずしろ（分館） ☎554－6797
　　　　　  　コミュニティセンター南河原 地域づくり支援課（内線253）

その他の施設
産 業 文 化 会 館 12月29日(火) ～ 1月3日(日)
は に わ の 館 12月27日(日) ～ 1月5日(火)
シルバー人材センター 12月29日(火) ～ 1月3日(日)
古 代 蓮 会 館 12月26日(土) ～ 1月2日(土)

古 代 蓮 の 里 売 店
※ 1月1日㈮は迎春企画のため午前6時～9時
は特別開館(午前6時～ 7時30分は要事
前申込 午前7時30分～ 9時は申込不要)

古 代 蓮 の 里 う ど ん 店 12月26日(土) ～ 1月4日(月)

▶問い合わせ　産業文化会館 ☎556ー6371
　　　　　　　はにわの館 ☎559ー4599
　　　　　　　行田市シルバー人材センター☎556ー5221
　　　　　　　古代蓮会館 ☎559ー0770

市内循環バス
運 休 期 間 12月29日(火) ～ 1月3日(日)

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線252）

デマンドタクシー
運 休 期 間 12月29日(火) ～ 1月3日(日)

▶問い合わせ　地域づくり支援課（内線252）

水道業務
休 業 期 間 12月29日(火) ～ 1月3日(日）

▶問い合わせ　水道課 ☎553ー0131

環境課関係の業務

可 燃 ご み 12月29日(火) ～ 1月3日(日)
※ 12月30日(水)は全地区臨時収集します

不 燃 ご み
12月29日(火) ～ 1月3日(日)
※ 12月30日(水)は火・金地区のみ臨時収集しま
す（月・木地区は臨時収集なし）

粗 大 ご み・
有 害 ご み・
資 源 物

12月29日(火) ～ 1月3日(日)

※ごみ収集日は地区により異なりますのでご注意ください
※ 小針クリーンセンターおよび粗大ごみ処理場への直接搬
入は、12月29日(火) ～ 1月3日(日)は不可

※ 臨時収集日は、必ず当日の午前8時30分までに集積所へ
出してください
▶問い合わせ　環境課 ☎556ー9530

V I V A ぎ ょ う だ 12月28日(月) ～ 1月4日(月)

▶問い合わせ　VIVAぎょうだ ☎556ー9301

地 域 交 流 セ ン タ ー
12月28日(月) ～ 1月4日(月)

南 河 原 隣 保 館

▶問い合わせ　地域交流センター☎559ー1399
　　　　　　　 南河原隣保館☎557ー3334

商工観光関係の施設
商 工 セ ン タ ー

12月29日(火) ～ 1月3日(日)
観光案内所(JR行田駅前)
バスターミナル観光案内所
ぶ ら っ と ♪ ぎ ょ う だ

▶問い合わせ　商工観光課（内線382・383）

斎場
12月
28日
(月)

12月
29日
(火)

12月
30日
(水)

12月
31日
(木)

1月
1日
(金)

1月
2日
(土)

1月
3日
(日)

1月
4日
(月)

1月
5日
(火)

火葬 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 ×

式
場

告別式 〇 〇 × 〇 × × 〇 〇 ×
通夜 〇 × 〇 × × × 〇 × 〇

※○印は行う業務、×印は休業となる業務
※年末・年始の霊安室は利用不可
▶問い合わせ　市民課（内線242）

フラワーアートの制作の
様子はこちら（動画）
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12月3日～9日は障害者週間です
　障害者基本法では、障がい者の福祉について関心と
理解を深めるとともに、障がい者が社会・経済・文化
などあらゆる分野の活動に積極的に参加できる社会を
実現するため、障害者週間を設けています。

「障害者差別解消法」（平成28年4月
施行）をご存じですか　
　この法律は、障がいのある人もない人も相互
に人格と個性を尊重し合いながら共生できる社
会の実現に向け、障がいを理由とする差別の解
消を推進することを目的として制定されました。
　国の行政機関・地方公共団体などや民間事業
者に対し「不当な差別的取り扱い」を禁止し、「合
理的配慮の提供」を求めています。

●不当な差別的取り扱いとは
　障がいを理由として、正当な理由なく、サー
ビスの提供を拒否したり、制限したり、条件を
付けたりするような行為をいいます（国の行政機
関・地方公共団体なども民間事業者も禁止）。
（例）・「障がい者は契約できない」などと言って
　　　 対応しない
　　 ・ 障がい者本人を無視して介助者にだけ説

明する

●合理的配慮とは
　社会の中には、障がいのある方にとって生活の
妨げになる設備や制度など（社会的障壁）がありま
す。この社会的障壁を取り除くために配慮を求め
られたときは、負担が重すぎない範囲で対応する
こと（合理的配慮）が求められています（国の行政
機関・地方公共団体などは法的義務、民間事業者
は努力義務）。
（例）・  障がいの状況に合わせて、書類を読み上

げて説明したり、筆談などで対応したり
する

　　  ・ 車いすで段差を上るため、従業員が手
伝ったり、段差のないルートを案内した
りする

　今後、市では障がい者差別などの現状につい
て把握するため、アンケート調査を実施する予
定です。

障がいのある人の就労支援を
　障がいのある人が地域の中でその適正と能力
を発揮していきいきと働くことは、経済的な自
立だけでなく、精神的な自立と生きがいに満ち
た生活と密接に関わっています。第4期行田市
障がい者計画においても、主要施策として一般
就労の促進や福祉的就労の充実などを掲げてい
ます。

●福祉的就労とは
　障がいのある人が障がい福祉サービス事業所
や作業所などでパンやクッキーなどの食品、ア
クセサリーや雑貨などの製品を作ったり、清掃、
除草や軽作業などに従事したりすることを福祉
的就労といいます。このような製造・販売、作
業などの仕事は、障がいのある人の自立を支援
するとともに、社会参加の促進につながってい
ます。市役所本庁舎ロビー（各種障害福祉サービ
ス事業所など）や「みらい」（福祉の店「きゃんばす」）
でも販売を行っていますので、ぜひお立ち寄り
ください。
※ 販売スケジュールなど詳細は福祉課へ問い合
わせください。

　
　障がいの有無にかかわらず、誰もが人格と個
性を尊重し支え合う「共生社会」に向け、障害者
週間を機会に、障がいについて考えてみましょ
う。

▶問い合わせ　同課障害福祉担当（内線266）

　行田市国民健康保険で医療機関を受診された方に対し
て、その医療費の額などを定期的に通知することで、健康
管理に対する理解を深めていただくことを目的に、2カ月
に1回、「医療費のお知らせ」（通称：医療費通知）をはがき
で送付しています。
　医療費通知は、医療費控除の申告手続きで医療費の明細
書として使用することができるため、確定申告開始時期ま
でになるべく多くの診療月分まで通知したいことから、例
年12月下旬に通知していた分を次のとおり変更します。

医療費通知の通知時期が
変わります

これまで 今回

通知日 12月下旬 1月15日㈮

通知に含まれる
診療月 8月～9月診療分 8月～10月

診療分

　本変更に伴い、令和3年2月下旬に通知予定の医療費通
知は、令和2年11月診療分のみを通知することとなります。

▶問い合わせ　保険年金課国保担当(内線271・272・273)

　所得税および住民税の障害者控除を受けるために
は、身体障害者手帳、精神障害者福祉手帳、療育
手帳の交付を受けていることが原則です。しかし、
65歳以上の要介護認定者で、これらの手帳の交付
を受けていない方でも、市が発行する「障害者控除
認定書」により、控除を受けることができます。認
定書の交付を希望する方は、申請が必要になります
ので、お早めに申請ください。
　なお、認定書は毎年更新となりますので、昨年交
付を受けた方も申請が必要です。

▶対　　象　 65歳以上の要介護認定（要介護1～5）
を受けている方で、身体障害者および
知的障害者などに準ずるものと認めら
れる方

▶申請に必要なもの　
　　　　　　 介護保険被保険者証、印鑑、申請者の

本人確認書類（運転免許証など）
▶問い合わせ　高齢者福祉課介護認定担当（内線269）

要介護認定者の障害者控除
認定書を発行します

　市では、交通災害共済加入者が交通事故に遭った
場合に、入通院日数などに応じて見舞金を給付して
います。
　事故の翌日から2年以内(後遺障害は3年以内)で
あれば見舞金の請求ができます。1日のみ通院や自
転車で走行中に転んでけがをした方なども、まずは
防災安全課にご相談ください。

▶見舞金の種類　
　 死亡見舞金、後遺障害見舞金、医療見舞金

交通災害共済に加入しましょう
　市では年間を通して加入を受け付けています。

▶費　　用　一人年額500円(10月以降の加入　
　　　　　　250円)
▶受付場所　同課
▶問い合わせ　同課交通担当(内線284)

交通災害共済見舞金の
請求をお忘れなく

　年末年始は、人や車の動きが慌ただし
くなり、また飲酒の機会が増えることに
よって交通事故の多発が懸念されます。
市民一人一人が交通ルールの厳守と正し
い交通マナーを実践することにより、交
通事故をなくしましょう。

県重点目標
・夕暮れ時と夜間の交通事故防止
・ 飲酒運転の根絶および危険運転などの
防止

・二輪車の交通事故防止

市重点目標
・ 高齢歩行者の交通事故防止…夜間外出
時には明るく目立つ服装や反射材の着
用を心掛けましょう。ドライバーは、
薄暗くなったら早めにヘッドライトを
点けましょう。

▶ 問い合わせ　防災安全課交通担当（内線
284）

12月1日～ 14日
冬の交通事故防止運動実施中
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合併処理浄化槽設置補助金を交付します
　市では、河川の水質向上のため、し尿の他に台所や洗濯、風呂などの生活雑排水を合わせて処理する合併処理浄
化槽への転換設置者に補助金を交付しています。補助金を希望する方は、内容を確認の上、手続きをしてください。

▶手続きおよびスケジュール

つどいの広場の実施場所が一部変更になります
　市では、おおむね３歳未満のお子さんとその保護者が自由に遊び、他の親子と交流できる施設として、つ
どいの広場を市内5カ所に開設しています。
　次の期間、実施場所などが変更となりますので、ご利用の際はご注意ください。

▶変更期間　12月23日㈬～令和3年1月11日㈪ ※12月29日㈫～令和3年1月3日㈰の年末年始は休み
▶変更期間中に実施するつどいの広場

名　　称 所 在 地 開 設 日 時 電話番号

はすのこ 児童センター内 月～土曜日　午前10時～午後3時 553―2108

みなみかわら 老人福祉センター南河原荘隣 月～土曜日　午前9時～午後2時 557―0977

さきたま 埼玉保育園（埼玉4595―1） 火・水・木曜日　午前9時～午後2時 559―2433

※変更期間中、つどいの広場「さくら」、「ひがし」では実施しません。
▶その他
　 つどいの広場「さきたま」は、午前9時～正午は保育室開放、正午～午後
2時は子育て相談(電話・面接)になります。※面接は要予約

▶問い合わせ　子ども未来課子ども未来担当(内線262)

ひとり親家庭などの手当のご案内
　市では、次のようなひとり親家庭などに対する支援
を行っています。

児童扶養手当
　ひとり親家庭または配偶者が重度の障害の状態にある
場合で、18歳までのお子さん（お子さんが一定の障害を
有する場合は20歳未満まで）を養育している方に支給し
ます。手当は、申請を受け付けた翌月分から対象となり
ますが、受給資格者や生計を一にしている扶養義務者の
所得によっては手当が支給されない場合があります。

● 次のいずれかに該当するお子さんを育てている父ま
たは母、もしくは父母に代わってそのお子さんを養
育している方に支給します。

　・父母が婚姻を解消したお子さん
　・父または母が重度の障害の状態にあるお子さん
　・父または母が死亡したお子さん
　・父または母に1年以上遺棄されているお子さん
　・父または母が1年以上拘禁されているお子さん
　・ 父または母が裁判所からのDV保護命令を受けたお

子さん
　・婚姻によらないで懐胎したお子さん
　※ 父、母、養育者または児童が公的年金など（遺族年

金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）
を受給し、その額が児童扶養手当額より低い場合
は、差額分が手当として支給されます。

●次のような場合には受けられません。
　・申請者やお子さんが日本国内に住所を有しないとき
　・お子さんが児童福祉施設などに入所しているとき
　・ 父または母が婚姻しているとき（内縁関係にある場

合や事実上婚姻関係にある場合も含む）

特別児童扶養手当
　精神または身体に一定の障害がある20歳未満のお子
さんを育てている方に支給します。手当は、申請を受
け付けた翌月分から対象となりますが、養育者の所得
によっては支給されない場合があります。

●次のような場合には受けられません。
　・ 申請する方やお子さんが日本国内に住所を有しな

いとき
　・ お子さんが障害による公的年金を受けることがで

きるとき
　・お子さんが児童福祉施設などに入所しているとき

ひとり親家庭等児童養育手当
　ひとり親家庭で義務教育期間中のお子さんを養育し
ている方に手当を支給します。

● 次のいずれかに該当するお子さんを育てている父ま
たは母、もしくは養育者に支給します。
　・ 父または母、もしくは父母の双方が死亡したお子

さん
　・ 父母が婚姻（事実上婚姻関係と同様の事情にある場

合を含む）を解消したお子さん
　・婚姻によらないで生まれたお子さん

●次のような場合には受けられません。
　・生活保護を受給している世帯
　・ 保護者の現年度（4月分から7月分の手当は前年度）

の市民税所得割が課税されている

▶問い合わせ　子ども未来課給付担当（内線292）

　病児保育所げんきキッズは、保護者の就労などに
より、病気中もしくは病気回復期にあるお子さんを
家庭で保育できない場合に、一時的に保護者に代わ
りお子さんをお預かりする施設です。

▶施 設 名　 病児保育所げんきキッズ（小見1401
―4南川げんきクリニック隣）

　　　　　　☎090―8111―8751
▶対　　象　乳幼児～小学3年生
▶保育時間　月～金曜日の午前8時～午後6時
▶利用料金　 2,000円（市民税非課税世帯および生

活保護受給世帯は無料）
▶利用方法
　① 事前に利用者登録が必要となります。「病児・病

後児保育利用者登録書（※）」を病児保育所げんき
キッズに提出してください。

　② お子さんが病気になったとき、主治医や小児科
医の診察を受けてください。その際、「病児・病
後児保育利用申請書（※）」の医師確認欄に記入し
てもらってください。

　③ 原則として保育希望日の前日までに予約してく
ださい。

　④ 利用当日に「病児・病後児保育利用申請書」を提
出し、施設へ入所してください。　

　（※）市ホームページからダウンロード可

▶利用当日に持参するもの
　①病児・病後児保育利用申請書
　②印鑑
　③子ども医療費受給資格証
　④お子さんの健康保険証
　⑤医師の処方した薬（昼1回分）
　⑥薬の説明書
　⑦ 弁当（症状に合わせたもの）
　⑧ミルク、哺乳瓶
　⑨紙おむつ、おしりふき
　⑩ビニール袋2枚
　⑪非課税証明書（市民税非課税世帯のみ）
▶問い合わせ　 子ども未来課子ども未来担当（内線

262）
　

病児保育所げんきキッズをご利用ください

病児保育所げんきキッズ

行田市浮き城のまち・子育てジョイ・ハッピー事業の
協賛店舗を募集します

　行田市浮き城のまち・子育てジョイ・ハッピー事業は、第3子以降のお子さんの誕生を祝して、
18,000円分の「行田市子育てハッピー券」を保護者に贈呈し、本事業に協賛いただいている店舗
が用意したお祝いセットと引き換えるものです。
　このたび、本事業に協賛していただける店舗を募集しますので、ぜひご登録ください。

▶事業内容　 協賛店舗は3,000円相当分のお祝いセットを用意し、行田市子育てハッピー券と引き換えに提供
してください（お祝いセット例：焼き菓子のセット、スキンケアセット、保育・家事援助サービス
など）。後日、行田市子育てハッピー券分の料金を市からお支払いします。

▶登録方法　 子ども未来課で配布している登録申込書（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を記入の上、お祝いセッ
トの写真と一緒に同課へ申し込んでください。

▶そ の 他　・ 3,000円相当分のお祝いセットの用意が難しい場合は、
1,000円または2,000円相当分のセットでも可能です。

　　　　　　・ 協賛いただいた店舗は、市ホームページやパンフレット
などに掲載します。

▶問い合わせ　同課子ども未来担当（内線262）
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空き家等バンクに登録しませんか
　市では、空き家・空き地を売りたい・貸したい方から提供を受けた物件の情報を登録し、
市ホームページで広くお知らせし、「売りたい（貸したい）方」と「買いたい（借りたい）方」双
方の橋渡しを行っています。なお、物件の活用相談や契約交渉などの仲介は、市と協定を
締結している「公益社団法人埼玉県宅地建物取引業協会北埼支部」および「公益社団法人全
日本不動産協会埼玉県本部大宮支部」に属する業者が行うので安心です。

空き家・空き地を売りたい・貸したい方
　活用相談、登録申請ができる方は、空き家などに係る所有権その他の権利により空き家などの売却、賃貸な
どを行うことができる方です（宅地建物取引業者を除く）。

▶申請方法　 申請前に相談を受ける必要があります。活用相談申請書および活用相談カードに必要事項を記入
し、直接または郵送により建築開発課へ提出してください。

　　　　　　※提出書類は同課で配布の他、市ホームページからも入手できます。
▶活用相談および登録ができる空き家など
　　　　　　【空き家】 市内に所在する建築物その他の工作物および敷地であり、現に使用されていないもの

や近く使用されなくなる予定があるもの
　　　　　　【空き地】 市内に所在する土地であり、現に使用されていないものや近く使用されなくなる予定

があるもの（市街化調整区域内の農地を除く）
利用希望者
▶申請方法　 利用申請書に必要事項を記入し、利用する方の本人確認書類の写しを添付して、直接または郵送

により同課に提出してください。
　　　　　　※提出書類は同課で配布している他、市ホームページからも入手できます。

　　注　意　事　項
　 ①物件に関する交渉および売買、賃借などに関する契約は媒介業者が行うものとし、市は関与しません。
　 ②交渉や契約などに関する一切の疑義、紛争などは当事者間で解決してください。
　 ③契約成立時に仲介手数料が発生します。

▶問い合わせ　同課建築指導担当（内線5616）

住宅に限らず全ての
建築物と空き地が対象
（ただし農地を除く）

ポイント1
現在使用している物件でも
近く使用されなくなる予定

の物件も受付可

ポイント2
状態が良くなくても、
不動産のプロが活用相談

に応じます

ポイント3

空き家・空き地は適正に管理しましょう
　火災が発生しやすい時期を迎えています。放火や自然発火などによる空き家などの火災は、
発見が遅れることが多く、隣家を巻き込むなど大火災になる可能性が高くなります。
　燃えやすいもの（枯草やごみなど）の散乱や管理されていない家屋が放火の標的になりやすい
といわれています。火災を未然に防ぐためも次のことに注意してください。
空き家の管理
・むやみに人が入れないよう施錠しましょう
・ 燃えやすいものを周囲に置かない（放置しない）
ようにしましょう

・ ガスや電気は確実に遮断し、危険物（灯油など）
は片づけましょう

空き地の管理
・枯れ草は刈り取り、処分しましょう
・ 木くず、紙くずなどの燃えやすいものは置かない
ようにしましょう

・ むやみに入れないようフェンスなどで周囲を囲み
ましょう

　また、屋外の蛇口の配管が凍結し破裂する恐れが
あります。水道管の破裂に気付かず水漏れの被害を
防ぐため元栓（バルブ）を閉め蛇口を開けて水を抜い
てください。
　空き家や空き地をお持ちの方は、周辺の生活環境
に悪影響を及ぼさないよう、適正に管理しましょう。
▶ 問い合わせ　建築開発課建築指導担当（内線5616）

合併処理浄化槽設置補助金を交付します
　市では、河川の水質向上のため、し尿の他に台所や洗濯、風呂などの生活雑排水を合わせて処理する合併処理浄
化槽への転換設置者に補助金を交付しています。補助金を希望する方は、内容を確認の上、手続きをしてください。

▶手続きおよびスケジュール

都市再生整備計画事業事後評価シート（原案）
の意見を募集します

　市では、平成27年度から「秩父鉄道行田市駅周辺地区都市再生整備計画」に基づき、国の交付
金を受けて事業を実施しました。昨年度で5カ年の計画期間が終了したことから、実施事業の
検証および今後のまちづくり方策について策定する、事後評価を実施しています。
　このたび、次のとおり事後評価の原案を公表し、事後評価の参考にするため、市民の皆さん
の意見を募集します。

▶ 公表場所　市ホームページ、市政情報コーナー、
都市計画課

▶意見募集期間
　12月1日㈫～令和3年1月4日㈪（必着）
▶提出可能な方
　①市内に住所を有する方
　②市内に事務所または事業所を有する方
　③市内の事務所または事業所に勤務する方
　④市内の学校に在学する方
　⑤本市に対して納税義務を有する方
　⑥都市再生整備計画に利害関係を有する方
▶ 意見提出方法　住所、氏名、電話番号（法人や団
体の場合は、事務所の所在地、名称、代表者の氏
名、電話番号）を明記の上（様式自由）、持参、郵送、
FAX、Eメールのいずれかの方法で提出してくだ
さい。

　【持参・郵送】〒361―0052 行田市本丸2―20
　行田市都市整備部都市計画課計画担当

　【FAX】553―4544
　【Eメール】toshi@city.gyoda.lg.jp
▶その他　
　・「提出可能な方」のうち①～⑥のいずれかに該当
　　することを示す事項または番号を記載してくだ
　　さい。
　・ 匿名での意見は受け付けません。ただし、住所、

氏名などは公表しません。
　・ 住所、氏名などの個人情報は、意見の提出にか

かる責任の所在の明確化を図るとともに、提出
された内容確認などに使用し、本業務の目的以
外には使用しません。

　・ 頂いた意見に対する個別の回答は行いません。
検討後、意見の内容およびこれに対する市の考
え方と検討結果を公表します。

▶問い合わせ　同課計画担当☎550―1550
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談相種各 （12月15日～令和3年1月14日）
※新型コロナウイルス感染症拡大防止に対応するため、急きょ中止または延期をする場合があります。

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館
2階会議室

12月22日㈫ ※予約は12月1日㈫から 午前9時30分～正午

地域づくり支援課
（内線252）

1月14日㈭ ※予約は12月15日㈫から 午後1時30分～ 4時

行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 12月21日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日（祝日を除く） 午前9時30分～正午

午後1時～午後3時30分
消費生活センター
（内線495）

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 VIVAぎょうだ 1月13日㈬※予約制 午後1時～ 4時

埼玉県行政書士会
埼北支部☎564―
0104

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 各土曜日は市内在住の方対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～ 4時
（電話相談は午後1時～ 2時）

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日（祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

税務（予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日（祝日を除く）※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の
午前10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の
納税相談 市役所 毎週火曜日（祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課

（内線236・237）

水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 12月15日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
11月15日㈰  午前9時 0.07マイクロシーベルト（晴れ）　午後3時 0.06マイクロシーベルト（晴れ）
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さしあげます

ゆずってください

▷レコード盤（歌、7枚）　▷整理たんす　▷やかん（IH対応
可）　▷ライティングデスク　▷キーボード（楽器）　▷カ
ラー複写機　▷コーヒーメーカー　▷抱っこひも　▷洋服
たんす　▷チャイルドシート　▷パソコン用机　▷電子ピ
アノ　▷子ども用自転車（男の子用）

▷子ども用自転車（女の子用）　▷洗濯機　▷農業用マル
チャー　▷ミシン　▷大人用自転車　▷琴一式　▷台車　
▷折りたたみコンテナ　▷灯油ストーブ　▷ベビーサーク
ル　▷置き時計　▷掛け時計　▷卓球台

不
用
品
情
報（
無
料
）

　機械を扱う際の不注意や施設の老朽化などで油類が流
出すると、河川や水路などを汚染する異常水質事故につ
ながります。特に年末年始は、大掃除や施設の再始動に
より、汚水や廃油の流出事故が発生しやすくなります。
事業者の皆さんは、次のことに注意してください。
• 施設の運転停止・始動時のバルブ・スイッチの点検と
確認
•グリーストラップの定期的な清掃
• 溶剤、油類、酸・アルカリ廃液など、廃棄物の適正な
処理・処分

　異常水質事故を見つけたら、速やかに県東部環境管理
事務所☎0480―34―4011または環境課にご連絡くだ
さい。
▶問い合わせ　同課環境政策担当☎556―9530

　最近、公園でのポイ捨てや汚損行為が多発しています。
　公衆トイレなどの施設を汚したり、ごみを捨てたりし
たままにしておくと、獣害の発生や他の利用者の迷惑と
なります。
　誰もが快適に利用できるよう、公園でのマナー遵守に
協力をお願いします。
公園でのルール
•トイレやベンチを汚さない
•ポイ捨てをしない
•自転車は押して通行する
•火を使わない
•トイレットペーパーを持ち出さない
▶問い合わせ　都市計画課公園担当（内線5604）

異常水質事故の防止に
ご協力ください

公園ではマナーを守って
遊びましょう

納期のお知らせ（12月分）
普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
市県民税・・・・・・・・・・・・・・・・4期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・6期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・6期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・6期

納期限　12月25日㈮
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な
口座振替をご利用ください。
・納付の相談は随時収納課で実施しています。

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

特別徴収（年金からあらかじめ差し引かれる方）
12月支給の年金から差し引きます。
①市県民税
②国民健康保険税
③後期高齢者医療保険料
④介護保険料
▶問い合わせ　①税務課市民税担当（内線231）
　　　　　　　②保険年金課国保担当（内線271）
　　　　　　　③保険年金課医療担当（内線227）
　　　　　　　④ 高齢者福祉課介護保険担当（内線

277）

第3期納期限　12月25日㈮
　受益者負担金は、下水道供用開始となった時点で、使
用の有無を問わず土地の面積に応じて賦課されます。こ
の負担金の納付には便利な口座振替をご利用ください。
また、期限内の納付が困難な場合は、納付相談をご利用
ください。
　なお、負担金賦課区域内の土地で売買・相続などによ
り受益者の変更があった方は、下水道課までご連絡くだ
さい。
▶問い合わせ　同課業務担当☎564―0303

下水道事業受益者負担金を
お支払いの方へ

　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配
慮した一日を送り、簡単なチェックシートで温室効果ガ
スである二酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイ
ルを見直すきっかけを作る取り組みです。エコライフ
DAY実施の募集をしたところ、4団体（二持田第一自治
会、持田西自治会、ものつくり大学、行田郷土史研究会
2012）から応募があり、それぞれ期間を設定し、実施し
ていただきました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素
の量は767,140gとなりました。これは約352リット
ルのガソリンを燃焼させたときに排出する二酸化炭素の
量と同じです。

参加区分※1 参加数
（人）

二酸化炭素
削減量（g）

一人当たり
の削減量
（g）

一般

二持田
第一自治会 124 111,845 902

持田西
自治会 172 153,874 895

ものつくり
大学 36 35,111 975

行田郷土史
研究会2012 6 5,511 919

市役所 職員など 549 460,799 839

合　　計 887 767,140 865

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　 毎年、市内の小・中学校にご協力いただいて実施

していましたが、本年度は新型コロナウイルス感
染症の教育現場への影響を鑑み、実施を見送りま
した。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

エコライフDAY2020夏の
結果をお知らせします
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１

2021

在宅医療窓口

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　1月7日㈭午前10時～ 11時30分
内　　容　 お子さんの体重測定や育児相談
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者

離乳食(初期)教室（要申し込み）
日　　時　 12月16日㈬午前10時30分～ 11時30

分（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 4～6カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

離乳食(中期)教室（要申し込み）
日　　時　 12月17日㈭午前10時30分～ 11時30

分（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 7～8カ月のお子さんとその保護者(保護者

のみの参加可)

乳幼児相談(要申し込み)
日　　時　1月12日㈫午前9時30分～11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など　
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ月

児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科健診、
3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

子どもの健康

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。また、
県では、「埼玉県AI救急相談」を実施しています。
https://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/aikyukyu.html

#7119（365日24時間対応）

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、感染状況により、中止または延期となる
場合があります。最新情報は市ホームページでお知らせします。

おとなの健康

休日急患診療

期　日 医療機関名 電話番号

12月20日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

12月27日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

1月10日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111

1月11日（月) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　お子さんの健康が気になるときだからこそ、予防接種と乳幼児健診
は、遅らせずに、予定どおり受けましょう。大人の方も、がん検診や
健康診査を受け、健康の維持管理を継続することがとても大切です。
　保健センターや医療機関では、感染予防対策を徹底、実施しています。

「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たき
りの家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・ 行田市在宅医療・介護連携支援センタ―　
　☎553―2003
・ 相談時間　午前9時～午後5時　
　※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時（正午～午後1時を
除く）※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　12月16日㈬
　　　　　※ 時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター

　

今こそ！ロコモに負けない骨太講座
日　　時　 12月24日㈭午後2時～ 3時30分(午後1

時45分から受け付け)
場　　所　行田グリーンアリーナ2階研修室
内　　容　 ロコモにも感染症にも負けないカラダづく

りを目指すポイントを学ぶ。
講　　師　凌晨光さん(行田中央総合病院整形外科部長)
対　　象　市内在住の方
定　　員　40人
持 ち 物　 筆記用具、飲み物、室内用運動靴、動きや

すい服装、健康づくりチャレンジポイント
のリーフレット(お持ちの方)、健康づく
りマイスター養成事業のポイントカード
(お持ちの方)

申し込み　直接または電話で保健センター

年末年始の急患診療・在宅当番医
（12月31日～令和3年1月3日）

期　日 医療機関名 電　話 診療科目

12月31日
(木)

 壮幸会行田総合病院 552―1111  内科・小児科・外科

 さかつめ内科医院 553－5202  小児科・内科

 石井クリニック 555―3519  整形外科

 平成歯科医院 553―2206  歯科

令和3年
1月1日(金)

 清幸会行田中央総合病院 553―2000  内科・小児科・外科

 栗原医院 556―2272  内科・外科

 坂本眼科 555―2440  眼科

令和3年
1月2日(土)

 壮幸会行田総合病院 552―1111  内科・小児科・外科

 加藤内科医院 556―3253  内科

 いわね内科クリニック 554―1313  内科

 半田歯科医院 555―3232  歯科

令和3年
1月3日(日)

 壮幸会行田総合病院 552―1111  内科・小児科・外科

 根本医院 555―1261  内科

 赤井胃腸科 553―2233  内科・外科

 小沼歯科医院 556―2000  歯科

診療時間　午前10時～午後5時
　　　　　(歯科は午前10時～正午)

発熱などの症状がある場合の
受診方法が変わりました

　新型コロナウイルス感染症とインフルエンザ両方の
診療・検査が、身近な医療機関でできるようになりま
した。発熱などの風邪の症状がある場合には、かかり
つけ医または県ホームページなどで公表されている
「埼玉県指定診療・検査医療機関」の連絡先や受付時間
などを確認し、必ず事前に予約した上で受診してくだ
さい。医師が必要と判断した場合に、新型コロナウイ
ルス感染症やインフルエンザの検査などを行います。
　「埼玉県指定診療・検査医療機関」
の連絡先が分からない場合は、「県民
サポートセンター」☎0570―783―
770(24時間、土・日曜日、祝日も受
け付け)に問い合わせください。

年末年始は「感染しない」「させない」過ごし方を
　年末年始は、休暇が集中し、普段顔を合わせない親類や知人との接触や会食機会が増えます。次の「感染リスク
を下げながら会食を楽しむ工夫」を参考に、「感染しない」「感染させない」年末年始をお過ごしください。

感染リスクを下げながら会食を楽しむ工夫
＜利用者・会食する方＞
・ 飲酒をするのであれば、「少人数・短時間で」、「なる
べく普段一緒にいる人と」、「深酒・はしご酒などは
控え、適度な酒量で」

・箸やコップは使い回さず、一人一人で
・ 席や座の配置は斜め向かいに(正面や真横はなるべ
く避ける)

　※ 食事の際に、正面や真横に座った場合には感染し
たが、斜め向かいに座った場合には感染しなかっ
た報告事例あり

・会話する時はなるべくマスク着用
　※ フェイスシールド・マウスシールドはマスクに比

べ効果が弱いことに留意が必要
・ 換気が適切にされているなどの工夫をしているガイ
ドラインを遵守した店を利用

・ 体調が悪い場合は参加しない

＜お店の方＞
・ 店舗はガイドラインの遵守を徹底(従業員の体調管
理やマスク着用、席ごとのアクリル板の効果的な設
置、換気と組み合わせた適切な扇風機の利用など）
・ 利用者に左記の留意事項の遵守や接触確認アプリ
(COCOA）や埼玉県LINEコロナお知らせシステム
の利用を働きかける。

引き続き守ってほしいこと

1.基本はマスク着用や三密回避。室内では換気を良くする。
2.集まりは、少人数・短時間にする。
3.大声を出さず会話はできるだけ静かに。
4.共用施設の清掃・消毒、手洗い・アルコール消毒の徹底を。
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大
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な
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東
京
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た
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携
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く
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を

思
い
出
し
た
西
田
さ
ん
は
、
平
成
20
年
に
行
田
市
へ
移
住

し
、
引
き
継
い
だ
施
設
を
「
北
埼
菌
茸
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。
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な
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な
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れ
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開館時間　午前9時～午後7時　
休 館 日　12月1日㈫・7日㈪・14日㈪・21日㈪・
　　　　　28日㈪～令和3年1月4日㈪　
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。（年末年始を除く）

市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770　ホームページ：https://lib-gyoda-saitama.jp

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

　新型コロナウイルス感染症の状況により、図書館サービスやイベントを変更する場合があります。
詳細は図書館ホームページをご覧ください。

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

12月5日㈯午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生
(定員10人)

おはなしの会

図書館
おはなしの
へや

12月12日㈯午後2時 おはなしポケット
12月20日㈰午後2時 おしゃべりインコの会
12月26日㈯午前11時 おはなしタンバリン

たまごおはなし会 12月9日㈬・16日㈬
午前10時30分～11時

絵本、手遊び、パネル
シアターなど

0歳～３歳児ぐらい
(定員6組)

図書館職員ぴよぴよおはなし会 12月6日㈰午後2時 絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など

４歳児ぐらい～小学生
(定員10人)

こっこおはなし会 12月19日㈯午後2時 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など

小学生
(定員10人)

英語であそぼう 12月20日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ 幼児・小学生

(定員10人)

レガスピ キャセリン 
マナロさん

子ども映画会 12月13日㈰午後2時 スノーマンとスノードッグ 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 12月27日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

ジュマンジ／ウェルカム
・トゥ・ジャングル
(洋画：119分)
監督：ジェイク・カスダン

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員28人、要予約)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

「第7回行田市立図書館を使った調べる学習
コンクール」の受賞者が決定しました

　全13作品の応募の中、審査会により次の5作品が
賞に輝きました。なお、優良賞の2作品は、公益財
団法人図書館振興財団主催の全国コンクールへ出展
します。

▶優 良 賞
・ 清水瑛太さん(太田西小学校6年)「#STAY HOME
～ぼくにできること～石けんのひみつ大研究」
・津田香乃美さん(北小学校5年)「くんせいの不思議」
▶奨 励 賞
・島﨑真歩さん(中央小学校6年)「天草四郎の研究」
・ 諏訪さくらさん(北小学校6年)「ハーブの世界を
のぞいてみよう！」
・ 栗本壮さん(太田西小学校1年)「ちきゅうの中は
どうなってるの？」

新　着　図　書
・ ロンメル将軍　ハインツ・ヴェルナー・シュミット／著
・ レベル4/致死性ウイルス  ジョーゼフ・B.マコーミック／著
・ふしぎ駄菓子屋銭天堂14　廣嶋玲子／作

新 年 ！ 本 の 福 袋
▶期　　日　 令和3年1月5日㈫～ 10日㈰
　　　　　　※なくなり次第終了
▶場　　所　図書館内
▶内　　容　 中身の分からない本の福袋(3冊入り)を貸し

出します。
▶配 布 数　 【大人向け】30セット、【未就学児向け】20

セット、【小学校低学年向け】20セット、【小
学校中学年向け】10セット、【小学校高学年
向け】10セット

▶そ の 他　貸出期間は通常どおり

年末年始は返却用ブックポストを閉鎖します
　年末年始期間中は返却用ブックポストの閉鎖に伴い、資
料の貸出期間を延長します。

▶閉鎖期間　 12月28日㈪午後3時～令和3年1月5日㈫正午
▶閉鎖場所　 図書館前およびJR行田駅観光案内所の返却

用ブックポスト
▶資料返却期限　12月15日㈫～ 20日㈰に貸し出した資料は、
　　　　　　貸出日から3週間

津田香乃美さんの作品清水瑛太さんの作品
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▼
日
時
　
1
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ
学
習
室　
▼
内
容
　
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
暮
ら
し
の

中
に
潤
い
や
ゆ
と
り
を
取
り
入
れ

る
。　

▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在

講
座
・
講
演
会
・
教
室

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

「
春
の
先
取
り
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
」

勤
・
在
学
の
方　

▼
定
員
　
20
人

（
先
着
順
）　
▼
受
講
料
　
2
千
円　

▼
持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
新
聞
紙
2

枚
、
園
芸
用
は
さ
み
、
花
の
持
ち
帰

り
用
ビ
ニ
ー
ル
袋　
▼
そ
の
他
　
2

歳
以
上
の
未
就
学
児
を
対
象
に
し
た

ひ
と
と
き
保
育
の
申
し
込
み
は
12
月

18
日
㈮
ま
で
。　
▼
申
・
問
　
12
月

1
日
㈫
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎
５
５
６
―

９
３
０
１
※
月
曜
日
は
休
館

ご確認ください　イベントなどの中止・延期情報

開催日 名　称 実施状況 問い合わせ

12月6日㈰

“浮き城のまち行田”駅伝
競走大会

中止

スポーツ振興課
☎556―8336

行田酉の市 行田市観光協会（商工観
光課内・内線382）

令和3年
1月9日㈯

令和3年行田市消防出初式 消防本部総務課
☎550―2119

第35回行田市小中学生将
棋大会

中央公民館
☎556―2649

中止となったイベントなど （11月19日現在）

イベントなどの
中止・延期情報

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、中止・延期となったイベントなどをお
知らせします。
　なお、「市報ぎょうだ」の掲載の有無に関わらず、一部イベントなどが中止・延期とな
る場合がありますので、事前に各問い合わせ先にご確認ください。中止・延期が決定し
たイベントなどは、市ホームページに随時掲載していますので、ご覧ください。

令和2年度「行田農業まつり」
および「行田市農産物品評会」

は中止になりました
　毎年12月に開催していました
「行田農業まつり」および「行田市農
産物品評会」は、新型コロナウイル
ス感染拡大防止の観点から、今年
度の開催は中止となりました。
▶問い合わせ　農政課（内線386）

収蔵品展 「忍城の景観」
　今年は石田三成率いる豊臣軍の忍城水攻めが行われた天正
18年（1590）から数えて430年の節目の年に当たります。
　本展覧会では昨年度に保存修復を終えた「文政年間忍城図」
や新発見の城絵図などの歴史資料、そして近年の忍城跡発掘
調査によって新たに出土した中近世の考古資料などをあわせ
て展示することで、時代とともに移り変わる忍城の景観を紹
介します。

▶期    間　 12月12日㈯～令和3年1月17日㈰※1月11
日を除く月曜日と12月25日㈮・29日㈫～ 1月
3日㈰は休館

▶開館時間　 午前9時～午後4時30分（入館は午後4時まで）
▶場    所　郷土博物館企画展示室
▶入 館 料　 【大人】200円　【大学・高校生】100円
　　　　　　【小・中学生】50円　※団体割引あり
▶問い合わせ　同館☎554―5911

▼
日
時
　
12
月
19
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分　
▼
場
所
　
児
童
セ

ン
タ
ー
遊
戯
室　
▼
対
象
　
幼
児
か

ら
小
学
生
（
未
就
学
児
は
保
護
者
の

付
き
添
い
が
必
要
）　
▼
定
員
　
15

人
程
度　
▼
参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　

の
り　
▼
そ
の
他
　
プ
レ
ゼ
ン
ト
あ

り　
▼
申
・
問
　
12
月
18
日
㈮
ま
で

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

☎
５
５
４
―
５
７
０
６

▼
日
時
　
12
月
1
日
㈫
〜
令
和
3
年

3
月
31
日
㈬
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く　
▼

場
所
　
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
郵
便
局
（
壱

里
山
町
13
―
2
）　
▼
内
容
　
’64 
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
の
大
型
ポ

ス
タ
ー
や
雑
誌
、
記
念
グ
ッ
ズ
な

ど
30
点
を
展
示　

▼
問
　
栗
原
☎

０
９
０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

イ
ベ
ン
ト

児
童
セ
ン
タ
ー

ク
リ
ス
マ
ス
会

夢
・
感
動
。
２
０
２
０
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
応
援
企
画
展

▼
期
間
　
12
月
30
日
㈬
ま
で
※
土
・

日
曜
日
を
除
く　
▼
時
間
　
午
前
9

時
〜
午
後
3
時　
▼
場
所
　
武
蔵
野

銀
行
行
田
支
店
ロ
ビ
ー
（
行
田
4
―

5
）　
▼
内
容
　
日
本
各
地
や
行
田

の
足
袋
、
ラ
ベ
ル
、
広
告
物
、
ポ
ス

タ
ー
、
卓
上
ミ
シ
ン
を
展
示　

▼

問
　
栗
原
☎
０
９
０
―
１
５
３
５
―

４
４
６
０

▼
日
時
　
12
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時
※
雨
天
中
止　
▼
場
所
　
大
長

寺
忍
川
側
あ
ず
ま
や
付
近　
▼
内
容
　

忍
川
栄
橋
か
ら
旭
橋
ま
で
の
６
０
０

メ
ー
ト
ル
区
間
の
ご
み
を
拾
い
、
環

境
美
化
活
動
を
行
う
。　
▼
そ
の
他
　

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、
長
靴
、
運
動

靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
軍
手
、
タ

オ
ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
配
布
し
ま

す
。　
▼
問
　
行
田
市
民
大
学
同
窓

会
忍
川
環
境
を
見
守
る
会
小
林
☎

０
８
０
―
１
０
９
５
―
３
７
６
４

足
袋
の
街
・
行
田
応
援
企
画
展

ニッ
ポ
ン
の
タ
ビ 

行
田
の
足
袋

忍
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

文政年間忍城図（行田市郷土博物館蔵）

郷土博物館連続講座 ～資料が語る行田の歴史6～

　郷土博物館の学芸員らが講師となり、日頃の調査研究の成果の中か
ら、選

え
りすぐりのテーマについて紹介します。

回 期　日 内　容

第1回 1月17日㈰ “衣”生活を支えた民具たち

第2回 1月31日㈰ 忍領境界石の成立事情～藩領を見える化する～

第3回 2月14日㈰ 成田町と士族～明治前半の忍城址～

▶時    間　午後2時～ 3時30分
▶場    所　同館講座室
▶定    員　40人（先着順）
▶受 講 料　無料
▶そ の 他　 いずれかのみの参加可。なお、第4回・第5回の詳細は

市報ぎょうだ1月号でお知らせします。
▶申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911

広告広告
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▼
日
時
　
令
和
3
年
1
月
24
日
㈰
、

2
月
21
日
㈰
、
3
月
14
日
㈰
・
28

日
㈰
（
全
4
回
）
午
前
9
時
〜
10
時　

▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

剣
道
場　
▼
内
容
　
簡
単
な
礼
法
や

作
法
を
習
得
し
、竹
刀
や
木
刀
を
使
っ

た
素
振
り
な
ど
の
体
験
を
通
じ
て
剣

道
特
有
の
文
化
を
学
ぶ
。　
▼
対
象
　

6
歳
以
上　
▼
費
用
　
1
千
円
（
保

険
料
を
含
む
）　
▼
持
ち
物
　
運
動
が

で
き
る
服
装
、
マ
ス
ク
、
手
ぬ
ぐ
い　

▼
主
催
　
行
田
市
剣
道
連
盟　
▼
そ

の
他
　
詳
細
は
行
田
市
剣
道
連
盟

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載　
▼
申
・
問
　

12
月
25
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
伊
藤
☎

０
９
０
―
７
４
１
６
―
０
２
０
５

▼
期
日
　
12
月
19
日
㈯　

▼
場
所
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ

２
０
２
号
室　
▼
内
容
　
ク
リ
ス
マ

ス
風
の
ブ
ー
ケ
（
花
束
）
ま
た
は
ツ

リ
ー
を
作
る
。　
▼
対
象
　
小
学
生

以
下
と
そ
の
保
護
者
ま
た
は
中
学
生　

▼
定
員
　
8
組　
▼
参
加
費
　
1
人

1
千
円　
▼
そ
の
他
　
申
し
込
み
時

に
時
間
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。　
▼

お
気
軽
キ
ッ
ズ
剣
道
体
験
会

キ
ャ
ン
デ
ィ
ブ
ー
ケ
作
り

▼
日
時
　
12
月
19
日
㈯
午
後
1
時
30

分
〜
4
時
30
分　
▼
場
所
　
忍
・
行

田
公
民
館
会
議
室　

▼
内
容
　
ひ

き
こ
も
り
や
不
登
校
で
悩
ん
で
い

る
家
族　

▼
対
象
　
子
ど
も
が
ひ

き
こ
も
り
や
不
登
校
で
悩
ん
で
い

る
家
族　

▼
参
加
費
　
５
０
０
円　

▼
申
・
問
　
12
月
18
日
㈮
ま
で
に

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
に
り
ん
舎
田
口
☎
０
８
０
―

６
５
７
０
―
１
７
３
４
【
Ｅ
メ
ー

ル
】nirinsya@

outlook.com

▼
期
間
　
12
月
25
日
ま
で
の
月
・

水
・
金
曜
日　

▼
時
間
　【
月
・
金

曜
日
】
午
後
6
時
〜
8
時　
【
水
曜

日
】
午
後
2
時
〜
5
時　

▼
内
容
　

収
入
減
少
や
失
業
な
ど
に
よ
る
困
り

ご
と　

▼
電
話
番
号
　
０
４
８
―

８
７
２
―
８
０
５
５
（
当
日
の
み
）　

▼
相
談
無
料
　
▼
そ
の
他
　
個
別
継

続
相
談
は
有
料
と
な
り
ま
す
。　
▼

問
　
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局
☎

０
４
８
―
８
６
３
―
７
８
６
１

「
ひ
き
こ
も
り
」

親
の
居
場
所

司
法
書
士
に
よ
る

生
活
困
り
ご
と
電
話
相
談

申
・
問
　
12
月
11
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
キ
ャ
ン
デ
ィ
ブ
ー
ケ
ギ
フ
ト
道
☎

０
９
０
―
９
８
５
１
―
７
８
０
２

▼
日
時
　
令
和
3
年
1
月
26
日
㈫
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分　
▼
場
所
　

春
日
部
地
方
庁
舎
3
階
大
会
議
室

（
春
日
部
市
大
沼
1
―
76
）　
▼
内

容
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
さ
ら
に
支
援

し
、
併
せ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
た
め
の
講
習　
▼
参
加
無

料
　
▼
申
・
問
　
1
月
15
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
埼
玉
県
利
根
地
域
振
興
セ

ン
タ
ー
県
民
生
活
担
当
☎
５
５
５
―

１
１
１
０

▼
勤
務
期
間
　
令
和
3
年
1
月
12
日

㈫
〜
3
月
31
日
㈬
の
う
ち
1
〜
3
カ

月
程
度
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）　
▼
勤
務
時
間
　
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
5
時
の
う
ち
3
〜
7
時
間　

▼
職
務
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
力
、
受

付
案
内
、
書
類
整
理
な
ど　
▼
時
給
　

９
５
０
円
〜
９
７
０
円
（
職
務
内
容

に
よ
る
。
一
部
交
通
費
補
助
あ
り
）　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
作
り
方

〜
設
立
基
礎
講
習
会
in
春
日
部
〜

募
　
　
集

行
田
税
務
署
の
非
常
勤
職
員

262020.12 市報 ぎょうだ27
人口80,266人（―75）　男39,780人（―50）　女40,486人（―25）　世帯数35,303世帯（11）
10月中の異動　出生26人　転入等173人　死亡86人　転出等188人

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

香
央
里
（
フ
ル
ー
ト
）
＆
斉
藤
正

志
（
ギ
タ
ー
）、【
12
日
】
Ｎ
ｏ
ｅ

（
行
田
市
観
光
大
使
）、【
13
日
】
行

田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
協
会
、【
19
日
】

潮
崎
ひ
ろ
の
（
行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ

の
大
使
）、【
20
日
】
行
田
音
楽
家
協

会　

▼
入
館
料
　【
大
人
】
４
０
０

円
【
小
人
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児

は
無
料　
▼
そ
の
他
　
12
月
25
日
㈮

ま
で
無
休
と
し
、
開
館
時
間
を
延
長

し
ま
す
。【
平
日
】
午
後
7
時
30
分

ま
で
【
土
・
日
曜
日
】
午
後
8
時
30

分
ま
で
（
入
館
受
け
付
け
は
閉
館
30

分
前
ま
で
）古

代
蓮
会
館
迎
春
企
画

「
50ｍ
の
展
望
タ
ワ
ー
か
ら

 

見
る
初
日
の
出
」

▼
日
時
　
令
和
3
年
1
月
1
日
㈮

午
前
6
時
〜
9
時
（
入
館
受
け
付

け
は
午
前
8
時
30
分
ま
で
）　
▼
内

容
　
古
代
蓮
会
館
展
望
室
か
ら
初
日

の
出
や
周
辺
の
景
色
を
鑑
賞
、
福
袋

の
販
売
な
ど　
▼
入
館
料
　【
大
人
】

４
０
０
円
【
小
人
】
２
０
０
円
※
未

就
学
児
は
無
料　
▼
定
員
　
日
の
出

の
時
間
帯
は
50
人
（
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
）　

▼
申
　
12
月
21

日
㈪
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
往
復
は

が
き
に
次
の
事
項
を
記
入
し
、
郵
送

で
同
館
。
な
お
、
申
し
込
み
の
結
果

は
12
月
下
旬
に
申
込
者
全
員
へ
返
信

古
代
蓮
の
里

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
　
12
月
5
日
㈯
・
6
日
㈰
・

12
日
㈯
・
13
日
㈰
・
19
日
㈯
・
20
日

㈰
午
後
6
時
〜
7
時
（
予
定
）　
▼

場
所
　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　
▼
内

容
　
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
中
心
に

演
奏　

▼
出
演
　【
5
日
】
山
田
知

世
（
バ
イ
オ
リ
ン
）
＆
安
永
桜
子

（
ピ
ア
ノ
）、【
6
日
】
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｙ

Ｏ
（
ボ
ー
カ
ル
＆
ピ
ア
ノ
）
＆
荒
井

は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
往
信
用
お
も
て
面
】
〒
３
６
１
―

０
０
２
４　
行
田
市
小
針
２
３
７
５

―
1　
古
代
蓮
会
館
「
迎
春
企
画
申

込
係
」

【
返
信
用
う
ら
面
】
何
も
記
入
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

【
返
信
用
お
も
て
面
】
申
込
者
の
①

郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名

【
往
信
用
う
ら
面
】
申
込
者
の
①
郵

便
番
号
②
住
所
③
氏
名
④
希
望
人
数　

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
12
月
19
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　

▼
上
映
作
品
　「
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
に
な
っ
た
少
年
」（
上
映
時
間

80
分
）　

▼
定
員
　
２
０
０
人
（
先

着
順
）　
▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　

整
理
券
は
あ
り
ま
せ
ん
。
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル
ダ
ー

づ
く
り
講
座

▼
期
日
　
12
月
15
日
㈫
か
ら
随
時
受

け
付
け　

▼
場
所
　
は
に
わ
の
館　

▼
料
金
　
ね
ん
土
1
キ
ロ
グ
ラ
ム

６
０
０
円　
▼
申
　
午
前
9
時
〜
午

後
2
時
30
分
に
直
接
同
館

【住民基本台帳人口】
（令和2年11月1日現在）

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

https://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。市報をデイジー版に録音したものを
希望者宅にお届けします。ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。

▼
定
員
　
40
人
程
度　

▼
そ
の
他
　

面
接
時
に
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
実
技
試

験
を
行
い
ま
す
。　
▼
申
　
行
田
税

務
署
に
電
話
の
上
、
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。　

▼
問
　
同
署
☎
５
５
６
―
２
１
２
１

（
音
声
案
内
2
を
選
択
）

▼
受
付
期
間
　
12
月
8
日
㈫
〜
令
和

3
年
1
月
14
日
㈭　
▼
試
験
日
　
1

月
22
日
㈮
・
23
日
㈯
の
う
ち
指
定
す

る
日　
▼
試
験
会
場
　
陸
上
自
衛
隊

朝
霞
駐
屯
地　
▼
対
象
　
18
歳
以
上

33
歳
未
満
の
方
（
32
歳
の
方
は
、
採

用
予
定
月
の
1
日
か
ら
起
算
し
て

3
月
に
達
す
る
日
の
翌
月
の
末
日

現
在
、
33
歳
に
達
し
て
い
な
い
方
）　

▼
問
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉
地
方
協

力
本
部
熊
谷
地
域
事
務
所
☎
５
２
２

―
４
８
５
５

▼
相
談
日
時
　
12
月
4
日
㈮
・
16
日

㈬
午
後
6
時
15
分
〜
8
時
15
分
（
受

け
付
け
は
午
後
8
時
ま
で
）
※
12
月

以
降
も
月
2
回
開
催
予
定　
▼
内
容
　

自
衛
官
候
補
生

相
　
　
談

が
ん
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
電
話
相
談

看
護
師
、
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
両
立
支
援
促
進
員
な
ど
複
数

の
専
門
職
に
よ
る
、
働
く
が
ん
患
者

の
治
療
と
仕
事
の
両
立
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
会　
▼
対
象
　
県
内
在

住
・
在
勤
の
就
労
中
の
が
ん
患
者

（
休
職
中
の
方
を
含
む
）　
▼
費
用

無
料
　
▼
申
・
問
　
電
話
、
Ｅ
メ
ー

ル
ま
た
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
県
疾

病
対
策
課
☎
０
４
８
―
８
３
０
―

３
６
５
１
【
Ｅ
メ
ー
ル
】a3590-

06@
pref.saitam

a.lg.jp

▼
日
時
　
令
和
3
年
1
月
19
日
㈫

午
後
1
時
〜
4
時
（
受
け
付
け
は

正
午
〜
午
後
3
時
30
分
）　
▼
場
所
　

大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
4
階

市
民
ホ
ー
ル
（
さ
い
た
ま
市
大
宮

区
桜
木
町
1
―
7
―
5
）　
▼
対
象
　

２
０
２
１
年
3
月
大
学
・
短
大
・
専

門
学
校
な
ど
卒
業
予
定
者
（
3
年
以

内
の
既
卒
者
も
参
加
可
）　
▼
参
加

無
料
　
▼
持
ち
物
　
履
歴
書
（
複
数

枚
）　
▼
そ
の
他
　
参
加
企
業
名
は

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
1
月
初
旬
ご
ろ
掲
載
し
ま

す
。
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。　
▼

問
　
同
協
議
会
☎
０
４
８
―
６
４
７

―
４
１
８
５

２
０
２
０
年
度　
第
４
次

求
人
企
業
合
同
面
接
会

広告広告



　

江
戸
の
人
口
は
18
世
紀
に
は
百
万
人
を

超
え
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
半
数
を
占

め
た
の
が
武
家
で
し
た
。
幕
府
直
臣
の
旗
本

や
御
家
人
を
は
じ
め
全
国
か
ら
諸
大
名
と

そ
の
家
臣
な
ど
が
集
ま
り
、
武
家
地
の
面
積

も
江
戸
の
7
割
近
く
に
達
し
ま
し
た
。

　

大
名
が
江
戸
滞
在
な
ど
の
た
め
に
所
持

し
た
の
が
江
戸
藩
邸
で
す
。
機
能
に
よ
っ
て

上
屋
敷
、
中
屋
敷
、
下
屋
敷
と
分
か
れ
て
お

り
、
藩
主
と
正
室
が
居
住
し
江
戸
で
の
政
務

の
拠
点
と
な
っ
て
い
た
の
が
上
屋
敷
で
し

た
。
そ
こ
で
、
今
回
は
松
平
家
の
上
屋
敷
を

紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
写
真
は
、
幕
末
の
「
大
名
小
路
神
田
橋
内

内
桜
田
絵
図
」
か
ら
松
平
家
の
上
屋
敷
の
周

辺
を
拡
大
し
た
も
の
で
す
。
現
在
の
東
京
都

千
代
田
区
の
内
堀
通
り
と
馬
場
先
濠
の
間

に
あ
り
、
皇
居
前
広
場
の
一
角
を
占
め
て
い

ま
す
。
中
央
下
部
が
松
平
家
の
屋
敷
で
、
そ

の
右
側
は
会
津
藩
松
平
家
の
上
屋
敷
で
す
。

両
家
は
同
じ
徳
川
家
の
血
筋
を
引
く
大
名

で
す
が
、そ
れ
以
外
の
内
藤
や
安
藤
、間
部
、

酒
井
ら
は
現
職
の
老
中
や
若
年
寄
で
あ
り
、

役
宅
と
し
て
拝
領
し
て
い
た
た
め
、
退
任
す

れ
ば
屋
敷
替
え
と
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、松
平
家
は
正
徳
3
年（
１
７
１
３
）

に
幕
府
か
ら
こ
の
屋
敷
を
拝
領
し
、譜

代
大
名
の
名
門
と
し
て
江
戸
城
西
ノ

丸
下
の
一
等
地
を
使
用
し
続
け
た
の

で
す
。

　
明
治
2
年
（
１
８
６
９
）
3
月
、明

治
政
府
は
松
平
家
の
上
屋
敷
を
召
し

上
げ
、翌
月
に
会
計
官（
後
の
大
蔵
省
）

が
入
り
ま
し
た
。翌
年
閏
10
月
に
大
蔵

省
が
移
転
し
た
後
は
、岩
倉
具
視
の
屋

敷
と
な
り
、岩
倉
死
去
後
の
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）に
宮
内
省
が
買
い
上
げ

皇
居
前
広
場
と
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

 

（
郷
土
博
物
館　
鈴
木
紀
三
雄
）
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編
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・
発
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／
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合
政
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６
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６
０
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６
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０
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年
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月
1
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環境にやさしい
植物油インキ
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資
料
が
か
た
る

 

行
田
の
歴
史

21

行
田 

歴
史
系
譜
321

　八幡通りでは、行田らしい魅力あるまち並みの形成とに
ぎわいの創出を図ろうと、道路の美装化や建物等の外観

修景などさまざまな景観整備を行っています。さらに花手水やはちまんマル
シェといったイベントで新しい盛り上がりを見せています。新しい観光地に
皆さん出掛けてみてはいかがですか。

松
平
家
の
江
戸
上
屋
敷

● 12月1日㈫～28日㈪に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴
担当（内線318） ※応募要領は市ホームページをご覧ください。
● 応募者多数の場合は、1月5日㈫午前11時から市役所203会議室
で公開抽選を行います。

令和2年2月生まれのお子さんを募集しますはじめまして
令和元年 12月生まれ のおともだち

市報ぎょうだ CITY PUBLIC RELATIONS

GYODA No.894
Dec.202012

大名小路神田橋内内桜田絵図

猪
股 

果か

の乃 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

令
和
元
年
12
月
21
日
生
ま
れ

父
・
旭
さ
ん　
母
・
未
佳
さ
ん

「
笑
顔
い
っ
ぱ
い

 

元
気
に
大
き
く
な
っ
て
ね
♡
」

植
竹 

奏そ
う
た太 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

令
和
元
年
12
月
11
日
生
ま
れ

父
・
茂
伸
さ
ん　
母
・
め
ぐ
美
さ
ん

柳
川 

心み
さ
き咲 

ち
ゃ
ん （
白
川
戸
）

令
和
元
年
12
月
9
日
生
ま
れ

父
・
拓
也
さ
ん　
母
・
莉
穂
さ
ん

「
名
前
を
呼
ぶ
と
に
こ
に
こ
笑
顔
♫

 

パ
パ
と
マ
マ
の
宝
物
♡
」

「
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
」

兼
杉 

文あ
や
と都 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

令
和
元
年
12
月
7
日
生
ま
れ

父
・
英
右
さ
ん　
母
・
智
子
さ
ん

「
い
つ
も
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
！
」

新
井 

陽ひ
よ
り葵 

ち
ゃ
ん （
持
田
）

令
和
元
年
12
月
16
日
生
ま
れ

父
・
志
允
さ
ん　
母
・
志
歩
さ
ん

「
癒
や
し
を
あ
り
が
と
う
〜

 

家
族
の
人
気
者
♫
」

「
あ
な
た
の
笑
顔
が
大
好
き
♡

 

元
気
に
育
っ
て
ね
♡
」

行田市公式LINEの
友だち登録はこちらから！

目指せ！友だち登録10,000人！
（現在3,900人）

●市政・イベント・防災などに関する行政情報を発信します。

今
泉  

玲れ
い 

ち
ゃ
ん （
佐
間
）

令
和
元
年
12
月
23
日
生
ま
れ

父
・
崇
史
さ
ん　
母
・
沙
弥
香
さ
ん


